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あらまし  我々は SERP Watcher を開発している．これは，ウェブの検索エンジン結果ページ(Search Engine Results 
Page, SERP)に現れるウェブページの順位の変動は，実世界の社会変動と関係しているのではないかという，我々の

これまでのウェブマイニング研究のもたらした知見に基づく．SERP Watcher はより正式には，Search Engine Results 
Page Ranking Change Watcher と称するが，利用者が指定した検索キーワードに関する SERP の順位変動を時間の経

過とともに監視していき，その変動幅や変動パターンがあらかじめ指定された許容範囲を超えるとき，実世界で何

らかの変動が起こっているかもしれないと判断して警告を発し，利用者に実際に社会調査を促す．つまり，SERP 
Watcher はこれまで社会科学の分野で知られているアンケート調査，インタビュー調査，あるいは実地調査に代わ

る新しい社会調査法になりうると考えられる． 
キーワード  SERP Watcher，ウェブマイニング，検索エンジン，SERP，社会科学，社会調査法 
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Abstract  We are developing SERP Watcher.  This is based on the finding of our research on web mining that the change 
of the ranking of the web pages appeared in the search engine results page (SERP) relates to the social change of the real world.  
SERP Watcher is actually an abbreviation of SERP Ranking Change Watcher.  It judges that some changes might have hap-
pened by the real world, and warns the user when the fluctuation band or the change pattern tolerance exceeded specified level. 
When warning is originated, the user actually surveys the society.  In other words, SERP Watcher takes the place of the ques-
tionnaire survey, the interview investigation or the field survey known in the field of the social science, and it has been thought 
to be able to become a new social investigation method. 
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1. はじめに  
1.1. 研究・開発の目的  

ウェブには実世界のさまざまな出来事が写し

込まれている．実世界は時間の経過と共に時々

刻々と変化しているので，その変化をウェブをマ

イニングすることにより摑まえることができる

ならば，それを手がかりとして，実世界で一体何

が起こっているのかをタイムリーに知ることが

できるのではないかと考えられる．そこで我々は，

実世界の出来事はそれに関連する検索キーワー
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ドによる検索エンジン結果ページ（ search engine 
results page, SERP）のランキングに変動を与える

という知見 [5, 7, 10]に基づき，利用者（社会科学

分野の研究者）が指定する検索キーワードに対し

て，さまざまな検索エンジンの SERP を定期的に

収集し，SERP 順位の変動を分析し，その変容に

より警告を発して，利用者に調査を促すシステム

を開発している．ここではそのシステム開発の現

状を報告する．  

1.2. 研究･開発の背景  
ウェブ（World Wide Web）には様々な主体が情報を

発信し実世界での出来事や営為が写し込まれている．

ウェブ 2.0 が提唱され，ウェブが有する潜在的可能性

がますます顕在化されつつあるなか，筆者らは，ウェ

ブコミュニティの分析研究 [1～ 10]を通してウェブマ

イニングが社会科学の新しい研究方法論になりうる可

能性を明らかにしてきた．端的に表現すれば，社会科

学ではこれまで，アンケート調査，インタビュー調査，

あるいは実地調査が主たる社会調査法として知られて

いるが，これからはウェブマイニングがそれらに加え

て，有望な研究方法論になりうるのではないか，とい

う知見である．また，その研究過程で，検索サイト

Google の SERP（  search engine results page，検索エン

ジン結果ページ）には， その表示順位に Google が公

表している順位付けストラテジでは解明しがたい不可

解さがあることを発見して，検索サイトの信用性

（ trustworthiness）に関する研究 [5, 7, 10]も発表してき

た．この一連の研究で， 我々が次に行わなければなら

ないとは「ウェブマイニングは社会科学の新しい研究

方法論」という，これまでの研究を通して得た発見を

確たるものとすることである．我々は，このような研

究を進めるには，単にデータベースエンジニアがウェ

ブマイニングツールを構築して何かを検証しようとし

ても，ドメイン知識の欠落ゆえに， その真価を問えな

いことによりそれ以上研究が進捗しないことを認知し，

特に社会学で活発に研究が行われているジェンダー分

野に焦点を当てて，ジェンダーに関するドメイン知識

を豊富に有する者を研究チームの主要メンバーとして

擁して研究を遂行することにより，理工学の域を超え

た研究成果を得ることに成功してきた．換言すれば，

文理融合した研究体制を整えることにより，初めてウ

ェブマイニングの分析結果や SERP Ranking の信頼性

を的確に判断することが可能となり，研究が進展する

一方，そこで得られた知見をエンジニアにフィードバ

ックすることにより，真に有用な工学的進展が達成さ

れたのである．  

1.3. 関連する研究･開発  
SERP の順位はウェブページをデザインしたときに，

一番気になることである．ウェブページをデザインす

るにあたっては，ヒットしてほしい検索キーワードを

ソースコードの meta tag 部分で指定するのが普通であ

るが，その結果，それらのキーワードで検索をかけた

場合に SERP での順位が大変気になることとなる．そ

のために，SEO (Search Engine Optimization)技術が開発

されてきたことはよく知られている．  
SERP に人々は敏感であるがゆえに，これまでいく

つかのツールが開発されてきた．その典型が，SERP 
Checker1や SERP Rank2や Search Engine Position 
Checker3などのツールで，そのようなツールを提供す

るサイトにアクセスして，以下のようなインタラクシ

ョンのもと，結果をうる：  
【SERP Checker などが提供する機能】  
１．  注目するウェブサイトの URL を指定する．

ここに注目するとは，たとえば自分が作成したウェブ

サイトである．  
２．  検索キーワードを指定する．そのサイトがそ

のキーワードで検索された場合，SERP の何番目に位

置するかを知りたい．  
３．  着目する検索エンジンを（一般には複数個）

指定する．  
４．  それらを入力指定して，チェックを実行させ

ると，注目するウェブサイトが，指定した検索キーワ

ードのもと，どの検索エンジンで何位で表示されるか，

という結果の一覧が表示される．  
上記のツール以外では，検索エンジンは世界にいく

つかあることを念頭に，またそれぞれの検索エンジン

の SERP 順位付けのストラテジが異なることを考慮に

入れると，検索キーワードを入力した場合，ひとつの

検索エンジンに着目するのではなく，複数の検索エン

ジンの SERP に留意した検索結果を得たいとする要求

がある．このために，大別すると次の二つのアプロー

チのもとツールが作成，提供されてきた．  
１．  統合型メタサーチエンジン  
２．  非統合型メタサーチエンジン  
統合型メタサーチエンジンは指定された検索キー

ワードによるそれぞれの検索エンジンの SERP 順位を

何らかの正規化と重み付けのアルゴリズムで計算し，

SERP を合成してそれを検索結果としてユーザに返す．

たとえば，本を検索する場合に，いくつかのインター

ネット書店を一括して検索してそれらの結果を合成し

てユーザに返す例が挙げられる．非統合型メタサーチ

エンジンは，検索キーワードに対して，指定された複

数の検索エンジンでの SERP を並列に返すよう機能す

                                                                 
1 http://www.selfseo.com/serp_check.php 
2 http://www.serprank.com/ 
3http://www.webmaster-toolkit.com/search-engine- 
position-checker.shtml 
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る ． こ の よ う な 機 能 は 広 義 に は マ ッ シ ュ ア ッ プ

（mushup）と考えられる．  
検索エンジンが返す SERP は必ずしも利用者の検索

意図に沿ったものではないとの観点から，SERP をで

きるだけ利用者の検索の意図に沿ったものとするため，

文脈の指定，検索ログの利用などさまざまなアイディ

アのもと数多くの研究が行われている．ここでは，そ

れらに一つ一つ言及することはしないが，このような

研究も広義には検索エンジンをベースにしたマッシュ

アップの研究といえよう．  
最近，Google 社が Google Trends4というサービスを

開始した．これは検索キーワード（複数でもかまわな

い）を指定すると，過去にさかのぼり，そのキーワー

ドが使われた頻度を時間軸上に表示してくれ，それと

同期させる形で，Google ニュースの参照数から検索キ

ーワードの使用頻度とニュースを関連付けてみること

ができるというサービスである． SERP Watcher と

Google Trends は，ある検索キーワードに注目して指標

を時系列的に追うところは同じであるが，次の点で本

質的に異なる．  
１．  Google Trends は検索キーワードが使用され

た頻度に着目しているのに対して，SERP Watcher は検

索キーワードに関して Google を含む主要な検索エン

ジン毎で SERP 順位の変動に着目している点が異なる． 
２．  Google Trends は現時点から過去を振り返り

検索キーワードの使用頻度変化を見るのに対して，

SERP Watcher は指定された検索キーワードについて

SERP 順位に変動が起きた時点で利用者に社会調査を

喚起する点が異なる．  
最近，Google はそのトップページで「急上昇（検索

キー）ワード」を 5 個表示するサービスを始めている．

その他，新規ウェブページの立ち上がりやウェブペー

ジの更新あるいは移動を監視して報告してくれるサー

ビスを有料で行う会社 5もある．  
以下の議論で明らかになるように，SERP Watcher は

上記のいずれの研究ともその目的や手法を異にするも

のである．ここで，我々が開発している SERP Watcher
と従来開発されてきた SERP Checker，あるいはメタサ

ーチエンジンとの違いをまとめておくことは意味のあ

ることと考えられるので，それを表 1 に示す．  
 

1.4. 各章の内容の概要  
以下，第 2 章で，SERP Watcher の設計を論じる．2.1

節で SERP Watcher の持つべき性質を詳しく規定する．

2.2 節でそのシステム設計の概要を，2.3 節でそのデー

タベース機能を論じる．リレーショナルデータベース

                                                                 
4 http://www.google.co.jp/trends 
5 http://searchenginewatch.com 

構成を基本とするものの，OLAP キューブを構成する

ことによる多次元データベース構成が有力な分析機能

になることを示す．2.4 節では SERP Watcher のアラー

ム機能について論じる．第 3 章では，これまで前実験

として収集してきたいくつかのキーワードごとにとら

れてきた SERP の順位変動を分析して，アラート機能

を実現するための考察を行う．第 4 章は，まとめと今

後の課題である．  
 

表 1 関連研究のまとめ―各種ウェブツールの比較―  
Table 1. Summary of the Related Works -Comparison 
of Various Web Tools- 

 

2. SERP Watcher―その設計―  
2.1. SERP Watcher とは 

SERP Watcher とは，以下に示す事項を考慮して実現

される SERP 順位変動監視ツールである．  
１．  同じ検索キーワードを入力しても，検索エン

ジンが異なると SERP 自体が一般には異なる．これは，

検索エンジンのタイプ（ロボット型かディレクトリ型

か），同じ検索エンジンでも異なるアーカイブ（＝収集

したウェブページ群）にアクセスしたことによるずれ，

などが原因である．したがって，ツール構築の我々の

目的が「新しい社会調査法」の提供にあるならば，一

つの検索エンジンに固執するのではなくて，異なる検

索エンジンについては皆，その SERP に注目しなけれ

ば，社会の変動を見逃してしまうことにつながりかね

ず，原則として全検索エンジンの SERP を監視の対象

とする．  
２．  しかしながら，本研究では，まずはロボット

型検索エンジンを用いた検索サイトの SERP を監視す

ることとする．なぜならば，社会変動の予兆となるよ

うな SERP の変化は，「ウェブサイトの登録」を前提と

するディレクトリ型検索エンジンが捕捉するよりも時

間的に前に，登録もされていないウェブサイトのウェ

ブページをロボットが拾ってきて，SERP の変動とし

て現れるのではないか，という考えによる．  



 

4 
 

３．  ここで，ロボット型検索エンジンの相関関係

を考慮しておくことが，重複したデータを収集しない

ためにも，また SERP 分析のためにも重要である．図

1 にαSEO が示す 2008 年 12 月のロボット型検索エン

ジンの相関図を示す．  

 

図 1 ロボット型検索エンジンの相関図 6 
Fig 1. Correlation Diagram of Search Engine Robots 
 
図からわかるように，独立した検索エンジンを有す

る検索サイトは，Google, Yahoo! Japan,  msn,  fre-
shEYE,  ASK.jp である．ちなみに， Infoseek 楽天は

Google から「powered by」されている．このようにど

こかの検索サイトから SERP を提供してもらっている

検索サイトは原則として SERP Watcher の対象としな

くてもよい．しかしながら，我々がこれまで行った研

究で，Google がその提携サイトに提供した SERP が

Google 本体が使用した SERP と異なったものであると

しか結論の仕様がない事例を見つけており [5, 7, 10]，
Google, Yahoo! Japan,  msn,  freshEYE,  ASK.jp に

加えて， Infoseek 楽天と excite も監視すべき検索サイ

トに加える．また，サービスを開始した「百度」も監

視の対象とする．  
４．  社会の変動は連続して監視される SERP 順位

の変動に現れるであろうという知見をもとにツールは

開発されねばならない．つまり，我々のこれまでの研

究から，たとえば，我が国の男女共同参画社会基本法

の制定をめぐって，ジェンダー擁護派とジェンダーバ

ッシング派がそれらが擁するウェブサイトの SERP 順

位を争って極めてめまぐるしく変動し，ジェンダーバ

ッシング派が勝利した時点からは，その変動がぴたり

と治まったという事例に遭遇している．  
５．  だからこそ，Watcher は指定された検索キー

ワードのもと，複数検索エンジンの SERP を定期的に

収集し分析して，何らかの異変を検出したならば直ち

に利用者（ここでまず想定しているのは，社会の変動

を鋭敏にキャッチしたいと考えている社会科学の研究

者）にその異変を知らせる．  
【SERP Watcher の提供する機能】  

                                                                 
6 http://www.alphaseo.jp/seo-report 

/081210_143352.html より引用  

１．  検索キーワードを指定する．検索キーワード

の選定は，このキーワードによる何らかの検索エンジ

ンの SERP が社会変動をキャッチすることがあるので

はないか，と利用者が推測して取り上げたということ

である．  
２．  SERP Watcher のアラート条件を指定する．条

件としては，default 条件と（それに優先する）ユーザ

指定の 2 種類を設定可能とする．  
３．  それらを入力指定して，あとは SERP Watcher

の実行に任せると，それは定期的にさまざまな検索エ

ンジンで指定された検索キーワードの SERP を監視し，

アラート条件が「真（ true）」となった時点で，利用者

に警告を発する．  
 

2.2. SERP Watcher のシステム設計  
これまでの議論から，SERP Watcher は次の部分機能

を有しないといけない．  
１．  検索キーワード指定機能  
２．  アラート条件指定機能  
３．  SERP データベース構築機能  
４．  SERP データマイニング機能  
ここに，4．の SERP データマイニング機能は，3．

の機能のもとで格納されていくストリームデータを対

象に，2．で指定されたアラート条件が満たされていく

かどうかを SERP 収集のタイミングで毎回検証する機

能をいう．図 2 に SERP Watcher の概念図を示す．  
 

 
 

図 2 SERP Watcher の概念図  
Fig 2. Conceptual Diagram of SERP Watcher 

 

2.3. SERP Watcher のデータベース設計  
SERP Watcher が取り扱うデータを一元的に管理す

るためのデータベースを設計する．管理しなければな

らないデータ群は次のとおりである．  
１．  利用者データ  
２．  検索キーワードデータ  
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３．  （SERP の）収集日データ  
４．  SERP データ  
５．  （SERP に現れる）ウェブページデータ  
使用者データ，検索キーワードデータ，SERP の収

集日データ，そして SERP データの 4 項組で一つの意

味のあるデータとなる．その SERP に現れる各ウェブ

ページについて，URL，タイトル，スニペット，バッ

クリンク（の数と個々の URL）を収集・格納する必要

がある．図 3 に設計した SERP Watcher データベースの

リレーショナルデータベーススキーマを示す．  
ここで，SERP Watcher データベースの性質について

論じておくことは意味がある．2 つの特徴がある．  
１．  SERP は定期的に収集される．  
２．  収集された SERP データは蓄積される一方で，

更新されることはない．  
つまり，SERP Watcher データベースは一種のストリ

ームデータであり，なおかつ更新されることはないの

で，OLAP (Online Analytical Processing)処理を行うこと

により，多次元的な分析が可能となる．OLAP には

ROLAP と MOLAP という 2 つの実現方式があるが，

SERP Watcher ではデータはリレーショナルデータベ

ースとして組織化されているので，リレーショナルデ

ータベースに格納されたデータを直接検索・集計し、

結果をクライアント側で多次元データに構成して視覚

化する ROLAP 方式で OLAP を実現することができる． 
 別の問題としては，SERP データは蓄積される一

方なので，どのようなデータを不要と判断し，どのよ

うなデータを捨てていくかという問題も生じる．この

問題は，定期的に収集する SERP データは時系列デー

タであるとみなせば，ストリームデータマイニングで

研究されてきたデータ抽象化の方法を導入することも

考えられる．  

2.4. SERP Watcher のアラーム機能  
指定された検索キーワードで定期的に SERP を収集

していくとき，SERP 順位の時系列的変化にユーザが

指定した変化が生じたときに，アラームが鳴る機能を

「アラーム機能」と呼んでいる．SERP 順位の変動が

どのような条件を満たしたときにアラームが鳴るよう

にするのか，自由に指定できるようにするために，「ア

ラーム記述言語」を策定する必要がある．この際，考

慮すべき点が 2 つある．  
１．  SERP は一般に複数の検索エンジンで収集さ

れているので，単一の検索エンジンの SERP 順位の変

動だけに注目してアラームを鳴らすのか，そうではな

くいくつかの検索エンジンで同時にアラーム条件が

「真」となった場合にアラームを鳴らすのか，いずれ

の場合も条件を利用者が指定できる記述能力を有する

こと．（利用者指定条件）  

２．  利用者が何も指定をしない場合でも，ある種

の条件が満たされれば，アラームが鳴るという default
機能を持たすこと．（Default 条件）  

2.5. SERP Watcher の分析・表示機能  
アラームが鳴り，利用者は SERP 順位の変動を確認

しつつ，さらにその変動の原因を調査するために，

SERP Watcher が有するべき分析と表示機能を論じる．

明らかにこの機能は収集された SERP Watcher データ

ベースがリレーショナルデータベースとしての基本構

成であることを前提として論じるのか，そうではなく，

（ROLAP に基づく）OLAP データベースとして論じる

のかで使用できる演算子に違いが出るので，その結果

機能にも違いを生じる．端的にいえば，次の違いであ

る．  
１．  リレーショナルデータベースの基本構成の

場合，リレーショナルデータベース言語 SQL で分析を

行う．  
２．  OLAP の場合，多次元データベース構成にな

るので，ダイス（dice），スライス（ slice），ドリルダ

ウン（drilldown）といった多次元分析に特有な演算を

使える．  
もう一つ大事な機能として，アラームがなった時点

で，利用者に次の仕事ができるようなインタフェース

を備えておくことが大事である．これらの機能は蓄積

した SERP データを直接触るものではないが，SERP
順位の変動の原因を理解する上で，欠かせない機能で

あると考えられる．特に 2 つの機能を挙げる．  
１．  現時点のウェブページ分析を行える機能  
２．  過去に遡り，たとえば新聞記事などを閲覧で

きる機能  
 

3. SERP Watcher のデータ可視化機能  
SERP アーカイブを検索した結果を OLAP に基づい

て可視化する機能をシステムに埋め込んだ． これによ

り社会科学の研究者が発想・分析することを支援する  
図 4 と図 5 にシステムのスクリーンショットを示す． 

検索エンジン，日付，登録されている検索キーワー

ドなどの中からどのディメンションを軸に設定するか

の選択行為（ダイシング）は画面上部のラジオボタン

やプルダウンメニューから指定して組み合わせる．こ

れにより様々な視点や角度からの分析，集計が可能と

なる．例えば，図 4 では Google での「ジェンダー」

の検索順位が時間とともにどのように推移を示したか

を表示している．一方図 5 では，2008 年 12 月 19 日で

の「ジェンダー」の検索順位がそれぞれの検索エンジ

ンで何位であったかを一覧表示している．  
他にもスライシング ,ドリリングなどの一連の OLAP

操作をサポートしている．  
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また，図 4 では 2008 年 12 月 19 日を基点とした表

示結果，図 5 では Google を基軸として展開しているが， 
別の日付や検索エンジン名をクリックして指定するこ

とにより， その日付や検索エンジンで得た順位を帰順

点として再読み込するような機能も有する．  
さらに，基順点よりも順位が高くなると背景色を赤

く，低くなると青くなるようにし ,その順位差に濃淡を

付けている．これにより時系列的な推移や他要素との

比較判別がより容易になる．   
この機能は視認性に優れており，社会科学の研究者

にとって優しいユーザインタフェースであると同時に， 
強力な分析ツールとなる．  なぜなら，  順位の入れ替

わりに際しては社会科学的に大変興味深い事象が関連

していることが多いからである．   

 

図 4 多次元データの可視化例（横軸：日時，縦軸：

Web ページ，対象：順位）  
Fig 4. A Visualization Example of Multidimensional 

Data (Horizontal axis: Date, Vertical axis: Web Pages, 
Subject: Rank) 

 

 

図 5 多次元データの可視化例（横軸：検索エンジ

ン，縦軸：Web ページ，対象：順位）  
Fig 5. A Visualization Example of Multidimensional 

Data (Horizontal axis: Search Engines, Vertical axis: 
Web Pages, Subject: Rank) 

 
 

4. まとめと今後の課題  
検索エンジン技術を用いた社会科学の多角的な調

査を支援し，新たな発見を支援するシステムを開発す

ることで， ウェブマイニングが社会科学の新しい研究

方法論になることを実証する目的で，  SERP Watcher
の構築を論じた．   

今後の課題として，SERP Watcher のアラーム機能の

分析，ROLAP による SERP 順位変動分析機能の設計，

それに基づくユーザインタフェースの実現方式の精査

があげられる．  
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※  次ページに図 3（Fig 3）を掲載  
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図 3 SERP Watcher のデータベーススキーマ  
Fig 3. Database Schema of SERPWatcher 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


